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　御嶽山は長野県と岐阜県の県境に位置し、県歌「信濃の国」にも詠み込まれている長野県を代表する山で、
標高は3067ｍ、深田久也の日本百名山にも選定されています。
　御嶽山が活火山であることが再確認されたのは1979年の大規模な水蒸気爆発があって以来で、気象庁な
ど国の機関をはじめ県や町村で防災のための監視がなされてきました。昨年の暮れより火山活動が活発化
の兆候が現れたことから、関係機関で御嶽山安全対策会議を開き火山活動の様子を監視してきたところです。
　今回、木曽地方事務所が中心となって夏の登山シーズンを前に、登山者の安全に万全を期すことを目的に
「御嶽山火口周辺の現地調査」（平成19年5月29日）が計画され、環境保全研究所からも2名が参加し火山性ガ
スについて検知管による濃度測定を行いました。
　御嶽山の火山活動は、平成19年1月19日に「静穏」から「やや活発」に引き上げられていました。調査日直前
の5月25日に気象庁より、火山活動は「静穏」な状態になったとの報告がなされ、参加メンバーとしてある意
味でホッとしたところです。
　現地調査の当日、御嶽山は快晴で中央アルプスや南アルプスのパノラマが広がる絶好の登山日和でした。

今年の御嶽山は普段より残雪が多いとのことで、雪渓を踏み

しめながらの登頂でした。登山口～山頂までの登山道数地点

で硫化水素、二酸化硫黄の濃度を測定してきました。

　先日木曽地方事務所から、こうした調査等の結果を踏まえ

て御嶽山の「安全宣言」がだされました。御嶽山は信仰の山と

して知られ、登山シーズンになると多くの信者や登山者が訪

れる観光のメッカです。今年は安心して御嶽山登山をお楽し

みいただけると思われます。

　なお、王滝山頂から剣ケ峰に続く尾根すじには地元木曽町

による硫化水素の自動モニターが設置され、噴煙の監視をし

て登山者の安全を確保しています。

（寺澤潤一　kanken-hozen@pref.nagano.ｊp）

　５月の初旬のこと、研究所に「千曲川のツケバで、見たことのない大きなウグイが捕まった」という連絡

が入りました。上原武則先生（長野女子短大名誉教授）と長野市村山橋に近い現場（ツケバ）に駆けつけて

みると、それは紛れもなく、我々が探し求めていた幻の魚「ウケクチウグイ」でした。かつて、飯山から千曲

市にかけての千曲川本流域では、ホウナガ、アキハの名前で親しまれていたものの、1990年の更埴市、

1991年の飯山市での捕獲以来、捕獲記録が途切れていたものです。

　普通のウグイは口が下向きについていて体長30cm程度ですが、ウケクチウグイの場合はその名のとお

り下あごがやや突き出ていて体長は最大で80cmにも達します。分布域は日本海側にながれる最上川、阿

賀野川、信濃川などの大河川に限られ、個体数が極端に少ないため、全国的に絶滅危惧種（環境省IB類;長

野県IA類）に選定されています。今回の個体は

体長60ｃｍで婚姻色が体表に現れた立派な成

熟個体で、所内で１週間の飼育展示を行い、公

的機関に千曲川産の標本が保存されていない

ことなどから最終的には貴重な標本とさせて

いただきました。今後、さらに捕獲情報を集め、

標本を精査することで、彼らの保全への道をさ

ぐってゆきたいと思います。

（北野　聡　kanken-shizen@pref.nagano.jp)

御嶽山奥の院から見た噴火口と剣ケ峰

千曲川の長野市村山橋のツケバで捕獲されたウケクチウグイ
（5月7日、全長60cm、体重1.5kg）、

成熟には少なくとも6～７年かかるという。




